
















































































































































































? ? ?? ??
大学教員定員の部局間配分について
























〈資料 (4))r調整文書 (1998年3月18日)Jと〈資料 (5))r調整委員会
合意 (1998年3月9日)Jはそれぞれ合意内容をまとめている。前者は，上






































( 3) この4名という数字は， r法学関係学部設置基準要項(昭和3年3月31日大学
基準等研究協議会)J附記にある表中の「大学院のための増員jによる。
( 4 ) 東北学院大学法学部は大学設置基準別表1にある法学関係学部であり，法律学
科はその唯一の学科であるため，学生収容定員のうち 800名分に対して教員 14





























































































































添付 (1) . 別表「学部学科別教員数J
94 (13) 







(基準×現1.員1との差)学部・学科名 学生収容定員 (別合決大策学院ー ) 別表第二 別表第ー 別表第二
計
文学部 2，040 30 33(+5) 21(+2) 54+(7) =61 59(+2) 
英文 1，200 16 27 
基督 40 5 10 
史 800 9 21 
52 58 
経済学部 2，800 36 40(+7) 24(+5) 64+(12) =76 49( +27) 
経済 1，800 23 33 
商 1.000 13 16 
法律学部(ママ)
法例t 1，200 21 24 13 37 27(+10) 




文学部二部 200 6 71 (+7) 
経済学部二部 1.200 11 5 (+12) 
工学部 1，160 54 20 60 22 82 89(ー 7)
機棋 480 14 22 
抱負t 480 14 23 
応物 320 12 25 
土木 480 14 19 
教職 5 (+6) 




























































































学長 別表 大設審学置 f書学f基計部準j学×値科1J. 教員計
教職 (riIT J x 1.1) 
文英 4 12 ー 9.33 ** 25.33 
基 2 5 1.91 * 8.91 9.80 : I 61.39 
史 6 9 6.57 17.81 ** 21.57 23.73 : 
経経 3 19 52 14.34 ; ** 36.34 25.09 ~ J 65.06 i陶 1 13 8.81 : 23.15 * 22.81 
法 4 17 ー 11. 06 : 1. 06 ** 32.06 35.27 : 
二英 4 ** 5.7 6.27 : 
二経 6 4.3 ** 10.3 11.33・
工機 4 10 5.36 * 19.36 21.30 
屯 4 10 5.36 * 19.36 21.30 
応 4 8 3.93 ** 15.93 17.52 
土 4 10 5.36 * 19.36 21.30 
教人 ** * *** 
宝仁1 ** * 本** 48.40 
ザj 4 ** * *** 
1+ 1 
5 6 5.5 
6.5 
287.03 (315.64) 



































































































学長 別表 日表1 a 別表b 表別c 大設審学間
計(別表
2をcと
1 教職 2 9 ワ 2 して)
文英 4 12 10.33 8.32 9.33 * 25.33 
基 2 5 0.34 3.47 1.91 ** 8.91 
史 6 9 6.89 6.24 6.57 17.81 * 21.57 
経経 3 19 52 15.50 13.17 14.34 : * 36.34 
前 1 13 8.61 9.01 8.81 :23.15 * 22.81 
法 4 17 ー 10.3:3 11.79 11.06 ; 11.06 * 32.06 
二英 4 2.4 1.7 * 5.7 
ニ経 6 5 3.6 4.3 * 10.3 
工機 4 10 5.45 5.26 5.36 * 19.36 
電 4 10 5.45 5.26 5.36 * 19.36 
応 4 8 3.64 4.21 3.93 ** 15.93 
土 4 10 5.45 5.26 5.36 ** 19.36 
教人 ** * *** *** *** 
(22) 
同 ** * *** *** *** 
もi'1 4 ** * *** *** *** 
5+1 6 
(287.03) 













































9.80 ; I 61.39 
23.73 


























3グループ(① 1・2年泉， 3・4年土樋の文経法，② 1.，4年土樋の二部，
③ !-""4年多賀城の工)にわけ，それぞれ設置基準別表2の基準をあては
め，① 52，② 6，③ 20という数を出し，更に，①~③に分けられた数
を①~③それぞれの中の学部学科に再配分することを前提に，再配分基
準としては， a:学生定員比での按分， b:設置基準別表 1による教員数












































































































































































































































① 編入学定員の設定 (1999年度〈平成 1年度>125名，ただし，昼
夜開講制実施後 120名)にともなう;明加。






員を 2000年度〈平成12年度〉から 2004年度〈平成 16年度〉ま
で毎年l割ずつ削減して延長し， 2005年度く平成17年度〉から各
25名を恒常的定員化すること)に伴う増加。
なお，全学教授会に対する提案の中では，今回の合意全体について，実
施後のしかるべき時点での見直しをする必要性を明記する。
|以上で〈資料(5))終わり|
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